
ピアノ連弾曲 

1台のピアノを 2人のピアニストが一緒に演奏するための曲のことです。ピアノ連弾は、

通常、鍵盤の右側を 1人が、左側をもう 1人が担当し、2人で 1つの音楽を奏でる

形態です。ピアノ連弾の魅力は、音の豊かさや協調性、リズムの統一感にあります。 

ピアノ連弾曲の歴史 

ピアノ連弾は 18世紀頃から演奏されるようになり、19世紀に入るとサロン音楽や家庭

での娯楽として非常に人気を博しました。大規模なオーケストラ作品が家庭で演奏でき

るように編曲されたり、オリジナルの連弾曲が作曲されるようになりました。 

19世紀のロマン派作曲家たちは、連弾のための素晴らしい作品を多く残しており、彼ら

の作品はピアノ連弾のレパートリーの中心となっています。また、20世紀以降の現代作

曲家も連弾の可能性を探求し続けています。 

代表的なピアノ連弾作品 

以下は、ピアノ連弾曲の中でも有名でよく演奏される作品のいくつかです。 

1. モーツァルト: ソナタ ハ長調 K. 521 

o モーツァルトは多くの連弾作品を作曲していますが、特にこの K. 521は

美しいメロディーと技巧的な要素が調和した傑作です。軽やかで親しみ

やすい楽章が特徴的です。 

2. シューベルト: 軍隊行進曲 D. 733 

o シューベルトの連弾曲の中でも最も有名な作品の一つです。特に第 1

曲は力強いリズムと華やかなメロディーが特徴で、演奏会でも人気があ

ります。 

3. ブラームス: ハンガリー舞曲 

o ブラームスの《ハンガリー舞曲》は、ピアノ連弾のために作曲された一連

の短い舞曲集で、民俗的なメロディーとリズムを取り入れています。特に

第 5番は非常に有名です。 

4. フォーレ: ドリー組曲 Op. 56 



o フォーレの《ドリー組曲》は 6曲からなる連弾作品で、元々は子供向けに

作曲されましたが、その美しい旋律と繊細な表現で、幅広い聴衆に愛さ

れています。 

5. ドビュッシー: 小組曲 

o ドビュッシーの《小組曲》は 4つの楽章からなり、フランス的な優雅さと繊

細な響きが特徴です。連弾曲として人気が高く、演奏会でもよく取り上げ

られます。 

6. ラヴェル: 母の教え給いし歌 

o 連弾曲《マ・メール・ロワ》は、ラヴェルが子供のために作曲した作品で、

童話に基づいた 5つの楽章から成ります。オーケストラ版もありますが、

元は連弾のための作品です。 

ピアノ連弾の魅力 

1. 音の厚みと豊かさ: ピアノ 1台では表現しきれない広がりや厚みのある音楽を 2

人で奏でることができます。特に左右の手の位置が離れているため、オーケスト

ラのような音の層を作り出せます。 

2. 協調性の重要性: 2人で 1つの楽器を演奏するため、息を合わせることが非常

に重要です。タイミングやダイナミクス、表現を合わせることで、音楽が一層深い

ものとなります。 

3. 演奏の楽しさ: 2人で演奏することで、一人では味わえない音楽的な対話や共

感を楽しむことができます。練習段階からも、お互いの息を合わせるプロセスが

楽しいものです。 

ピアノ連弾の種類 

• オリジナル作品: 作曲家が最初からピアノ連弾のために書いた作品。代表的な

ものにシューベルト、ブラームス、ドビュッシーの連弾曲が挙げられます。 

• 編曲作品: オーケストラや室内楽などの大規模な作品を家庭で楽しむために、

ピアノ連弾用に編曲された作品。例えば、ベートーヴェンの交響曲やチャイコフス

キーの《くるみ割り人形》などがピアノ連弾用に編曲されています。 

近代・現代のピアノ連弾 



20世紀以降の作曲家たちも、ピアノ連弾の可能性を追求しました。バルトークやリゲティ

といった作曲家は、リズムやハーモニーの新しいアプローチを取り入れた連弾曲を残して

います。現代の連弾曲は技術的に高度なものから、教育的な目的で作られた簡単な

ものまで幅広く存在します。 

ピアノ連弾は、協調と対話の中で音楽を深める楽しみを提供してくれる、特別な形式の

演奏形態です。 
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